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＜特色＞ 

     
本製品はコントロールユニット、コロナ放電電極ワーク台ユニット 
が一体になった卓上式コロナ放電システムです。重量約２３ｋｇ 
Ｙ軸電動シリンダーにてＹ方向に２００ｍｍ移動しコロナ帯電処理 
を行います。ワーク台サイズは１８０×１８０ｍｍです。   

  ワークΦ３７ｍｍ ｔ＝１ｍｍ以下を１６枚実装できます。 
  二対の手動Ｚ軸ステージにてコロナ放電電極、グリッド電極の 
  高さを調節できます。 

 
＜仕様＞  
コントロールユニット      

 １、高圧電源部 
   （１）コロナ放電用電源  ０～＋１５．００ｋＶ １．９９９ｍＡ 
      最大印加電圧    ０～＋９ｋＶ １．９９９ｍＡ 
      出力電圧制御   ＣＶ１個 
      出力電圧、電流表示デジタルパネルメーター １個切り替え式 
   （２）グリッド電極用電源 ０～＋３ｋＶ ２ｍＡ  
      出力電圧制御   ＣＶ１個 
      出力電圧、電流表示デジタルパネルメーター １個切り替え式 
   （３）ＨＶ ＯＮスイッチ     ミニトグルスイッチ １個 
      ＯＮ時高電圧ＯＮ 
   （４）ｋＶ／ｍＡスイッチ     ミニトグルスイッチ １個 
      デジタルパネルメーター表示 切り替え用 
  （５）高電圧出力部  

       １５ｋＶコネクター            １個 
       ＭＨＶコネクター             １個 

    
２、ワーク台制御スイッチ部 
   （１）ＥＭＧ 非常停止スイッチ  
   （２）ブザーリセットスイッチ 
   （３）ＡＵＴＯスイッチ ＯＮ時ＡＵＴＯ ＯＦＦ時マニュアル 
   （４）１、２、３スイッチ ＡＵＴＯ ＯＦＦ時ＭＡＮＵ 
      スイッチ１ 放電処理工程２６ＳＥＣ  原点復帰６．５ＳＥＣ 
      スイッチ２ 放電処理工程１３ＳＥＣ  原点復帰６．５ＳＥＣ 
      スイッチ３ 放電処理工程６．５ＳＥＣ 原点復帰６．５ＳＥＣ    
   （５）ＳＴＡＮＤＢＹスイッチ 原点復帰時使用 
      ＊ＰＯＷＥＲ ＯＮ時は必ず各スイッチ操作前に１度押して下さい。 
   （６）→、←スイッチ ＭＡＮＵ時ワーク台ジョグ操作 



 3

 
＜事前準備＞ 

１、 コントロールユニットのＰＯＷＥＲスイッチがＯＦＦであることを 
確認願います。 
ＥＭＧスイッチ、ＨＶＯＮスイッチもＯＦＦであることを 
確認願います。 
コントロールユニットリア部の端子台１Ｐ２Ｐをインターロック 
用に外部リミットスイッチ等へ接続願います。 
＊無電圧接点入力ＤＣ３０Ｖ１００ｍＡ以下 
（出荷時はショートバーを実装しております。） 

 
２、 ３ＰＡＣケーブルをＡＣコンセント（５Ａ以上）に接続願います。 

３種以上のアース線を高圧電源ユニットリアパネルのＥ端子に接続願います。 

   
＜操作手順＞ 

 
自動操作 
１、ＰＯＷＥＲスイッチをＯＮ願います。 
２、ＡＵＴＯスイッチをＯＦＦ願います。 
３、ＳＴＡＮＤＢＹスイッチを瞬時ＯＮしワーク台を原点復帰させてください。 
４、ＨＶ ＯＮスイッチをＯＮし各ＣＶボリュームにて各出力電圧値を設定願います。 
５、ｋＶ／ｍＡスイッチにて出力電圧値、電流値をご確認下さい。 
６、ＡＵＴＯスイッチをＯＮしスイッチ１、２、３、のスピードパターン 

から所望するスイッチを選択し瞬時ＯＮ願います。 
７、ワーク台が１往復し原点へ戻り１工程終了です。 
８、操作中に異常を感じましたら、ＥＭＧスイッチをＯＮ願います。 

ワーク台は停止し各高圧電源の出力を遮断します。ブザーが 
鳴動しますのでブザーリセットスイッチにて消音願います。 

９、全ての処理が終了しましたら、ＨＶＯＮスイッチをＯＦＦしＰＯＷＥＲ 
スイッチをＯＦＦ願います。 

 手動操作 
 １０、ＭＡＮＵ時はＡＵＴＯスイッチをＯＦＦします。 
    ＰＯＷＥＲスイッチをＯＮし、ＨＶＯＮスイッチをＯＮします。 
    → ←ジョグスイッチにてワーク台を所望の位置まで移動し、 
    コロナ電圧、グリッド電圧を任意の電圧値を任意の時間印可し 
    コロナ帯電処理を行ってください。 

 
 


